The developmental task in transition of entrance into elementary school : in case of the child with pervasive developmental disorders by Kobayashi, Katsutoshi
PDD児の小学校入学トランジションにおける発達課題
小林勝年*
The Developmental Task in Transition ofEn甘anceinto Elementary School 


































































面が増える ③自分の判断が間われる ④友達や先生など色々な人との出会いがある ⑤行動範囲が拡がる
⑥ノレー ノレや約束ごとが増える ⑦時間・所有物の管理を求められる 等が垂直的トランジション課題(山本・ワ









通学 通学距離が近い 近い(校区を越えることも 遠い(パス利用もある)
ある)
安全・環境面での 特別な配慮はない 教室と隣接したプレイノレー 生徒の実態に即した環境を
配慮 ムを設置している 準備している
健康管理 主として担任が行う 担任がきめ細かく対応して 医療と連携したきめ細かな
し、る 対応をしている
集団規模 40人を標準とした1学級 日人を1学級として編成 小・中学部は6人
集団活動 学級を単位として活動 一人一人に合わせた内容を 個の課題を意識した関わり
集団生活の場面でも準備す ができる
る































CA: 5歳。ヶ月~絵画語い検査 (PictureVocabulary Test)語い年齢 4歳。ヶ月。
CA: 5歳。ヶ月~新版K式発達検査2001 認知・適応領域2歳6ヶ月，言語・社会領域3歳2ヶ月，
全領域2歳9ヶ月。
CA: 5歳 6 ヶ月 ~S-M社会能力検査身辺自立5歳 5 ヶ月，移動 3歳 9 ヶ月，作業 5歳 1 ヶ月，
意思交換4歳3ヶ月，集団参加2歳2ヶ月，自己統制l歳Bヶ月，社会生活年齢3歳 11ヶ月。
















WI SC-III知能検査を， 10ヶ月後 (CA:6歳7ヶ月)にLCスケー ノレを実施した。。K-ABC心理・教育アセスメントパッテリ の結果 (CA:6 : 01) 




手の動作 14(相当年齢8:0)， 絵の統合6 (相当年齢4:3)， 数唱 14(相当年齢8:0)， 主期華の構
成5 (相当年齢4:0未満)， 語の配列 16(相当年齢9:9)， 視覚類推6 (相当年齢5:0未満)， 位
置さがし3 (相当年齢5:0未満)
く習得度尺度〉











認能力等に支えられて学習が成立していると推測させた。。IWISC-ill知能検査の結果 (CA:6 :01) 
V 1 Q7 0 P 1 Q 1 0 4 F 1 Q 8 5 * (discrepancy 34> 15) 
く群指数〉 言語理解71 知覚統合98 処理速度 117








<判定所見〉 障害によって discrepancyが生じたと思われるが，知的には平均域 (v1 Q境界線、 P1 
Q平均域)。動作性知能が言語性知能より有意に高い。群指数においても言語醐揮が極めて低い。











































Table 3 下位検査における「強い影響因j と「弱い影響因JrJ;仮説候補リスト
強い影響因 弱い影響因
















プ 短期記憶が強い 符号 s 耳に入った情報に パタ ンが入力され K-ABC検査
ロ 記号探し十 過敏に反応してし ると脅迫的に反応 結果でも。sの
フ まう 判定
イ 収束的思考が強い 符号 s 図形的な理解は早 試行錯誤的な思考を
記号探し + く課題解決におい 避けデキナイJと
ノレ ても機械的に処理 すぐ諦めてしまう
分 しようとする
祈 ひらがなの読みに 知識 S ひらがなは全部読 文理解課題 (K-AB K-ABC検査
強い(継時処理) 理解 平 める C)は得意げに反応し 習熟度「ことばの
基 ていた 読み」は114
づ 意味的認識を前提 単語 w コトノミによる聞い コトパによる説明を 計算はできるが
く とした言語理解力 類似 W をコトパで答える 避け具体的動作や指 文章題は難しい
も が号車し、 ことが困難 さしで答えていた
の
脅迫的観念による 積木ができあがる 強い筆圧による印づ 検査者からの注










。LCスケ ノレの結果 (CA:6 : 07) 
LC年齢4:04 LC指数67未満
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確立したお陰で，学校生活でのパニックは減少し運動会や遠足などの学校行事に大きな混乱なく参加すること





































年齢 帰属集団 主な活動 主な対象 特敢的行動
(環境)
3歳 保育所(年少組) 生活，遊び 担任保育土 集団不適応
4歳 保育所(年中組) 集団遊び 保育士 集団参加
友だち 個目j保育
5歳 幼稚園 学習的遊び 友だち 自己主張と拒否
担任教諭 逃避的行動と積極的参加
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